
［成果情報名］香気成分解析によるイチゴ「かおり野」の香りの評価 

［要約］イチゴ「かおり野」は、香気成分にフレッシュな甘い香りのリナロールを多く含み、

スライスしても酸味の強い香りの酢酸エステル類の割合が低いことから、果実を食べた際

に特有の爽やかで甘い香りを発する。 
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［背景・ねらい］ 

三重県が育成したイチゴ「かおり野」は、炭疽病抵抗性と極早生性を持つ良食味の品種

で、三重県だけでなく全国に普及が進んでいる。食味の特徴として特有の爽やかな甘い香

りを有することが挙げられ、品種名の由来となっている。そこで、果実の香気成分を分析

し「かおり野」の香りに寄与する成分を明らかにした。  
 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．「かおり野」における生果の主要香気成分は、ヘキサン酸エステル類（ヘキサン酸エ

チル、ヘキサン酸メチル）とリナロールであり、「かおり野」は「章姫」、「紅ほっ

ぺ」、「あまおう」、「さちのか」に比べ、フレッシュな香りの香気成分であるリナ

ロールの含有率が高い（表１）。  
 
２．果実をスライスすると香気成分量が増えるが、特に酸味の強い香りの酢酸エステル類

（酢酸ヘキシル、酢酸トランス-2-ヘキセニル）が大きく増加する。「かおり野」はス

ライスした果実もリナロールを多く含むが、酢酸エステル類の割合は他の品種より低

い（表１、図１）。  
 
３．生果、スライスした果実ともに、「かおり野」の香気成分量は他の品種より多い（図

１）。  
 
４．香気成分量は成熟が進むにつれ増加し、かおり野の特徴的な香気成分であるリナロー

ルは白熟期から生成されている（図２）。  
 
 
［成果の活用面・留意点］ 

１．季節や栽培条件により香気成分組成（％）や香気成分量は変化することがあるが、品

種による特徴は変わらない。 

２．リナロールはカンキツ類に主に含まれておりフレッシュな甘い香りを、酢酸エステル

類は果物に多く含まれており酸味の強い香りをそれぞれ特徴とする香気成分で、とも

に低濃度で官能する。  




